
２０２６年６月 

初公開資料から不朽の名作まで、一挙公開！ 

 企画展  

髙島屋創業 195周年記念展 

タカシマヤ クロニクル 百･華･繚･乱 

第Ⅲ期：繚の時代 

                                                                                               

■会期    ：２０２６年 ７月１１日（土） →  ９月 ２８日（月）   

        第Ⅰ部 ７月  １１日（土） →  ８月 １７日（月） 

         第Ⅱ部 ８月 ２２日（土） →  ９月 ２８日（月）        

■会場        ：髙島屋史料館 企画展示室 （大阪市浪速区日本橋３-５-２５ 髙島屋東別館３階） 

■開館時間  ：午前１０時～午後５時 （入館は午後４時３０分まで）  

■休館日   ：火・水曜日 

※展示替休館：８月１８日（火）～８月２１日（金） 

■入館料    ：無料 

                                                                                               

■ 開催趣旨 

髙島屋の歴史は、1831（天保２）年正月、初代飯田新七が

京都・烏丸松原で古着木綿商「髙島屋」を創業したことに始

まります。2026（令和８）年は、髙島屋創業 195 周年にあた

ります。髙島屋史料館では、本年は会期を４期に分け、収蔵

品を通して、髙島屋の 195 年のあゆみをご紹介しています。

それは同時に、日本の近現代史をたどることにもなります 

第Ⅲ期は「繚（りょう）」の時代と題します。「繚」とは「め

ぐり､まわる」時代。本展では、戦後復興期から多店舗展開

を進めた昭和時代の終わりまでを取りあげます。 

1945（昭和 20）年８月、終戦。日本全体が普通の暮らしを

取り戻そうと動き始める中で、人々の暮らしに寄り添う百貨

店の復興も始まりました。やがて、日本が高度経済成長期に

入ると、各地に誕生していった百貨店。それは、戦後から脱

却し、成長し続けていく日本の象徴的な存在となりました。 

「百」「華」「繚」「乱」―各時代の髙島屋をお楽しみいただ

ければ幸いです。 

※本展は会期をⅠ・Ⅱ部に分け、展示作品を一部入れ替えて構成します。 



■ 展示内容                             ※展示期間を示していない資料は通期展示。 

第１章 百貨店の復興        

1945（昭和 20）年８月 15日、終戦。混乱が続く中でも、人々は日々の暮らしを取り戻そうと動き始めまし

た。髙島屋は、出版事業やダンスホール経営を始め、美術展や催事を復活していきました。そして、屋上の

象やプレイランドなど…。人々の暮らしに寄り添う百貨店の復興も本格的に動き出しました。 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『やさしい育児問答』 

高谷淳 1947 年 

髙島屋出版部 

 

《創生》 岡本太郎 1952 年 【Ⅰ部展示】 

東京店地下通路モザイクタイル原画 

完成した地下通路 床は「流れる水」を表現した 

建築家 坂倉準三のデザイン 

エキスポートバザー ポスター 1949 年 象の髙子ちゃん  1950～1954 年 

大阪店で開催した「第 32 回再興院展」 1947 年 《蓬莱山》 横山大観 1949 年 【Ⅰ部展示】 

院
展
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催
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て
大
観
よ
り
贈
ら
れ
た
大
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『小説 読物街』 

1949 年 

髙島屋出版部 

 

1948 年開設 髙島屋ダンスホールの盛況  グランドボールルーム チケット 

1947 年開設 会員制ダンス教習所 



第２章 バラの髙島屋 

髙島屋といえばバラ。これは、四代社長 飯田慶三が「美の象徴として愛されるバラの花を髙島屋の花とした

い」と発案したことに由来します。1952（昭和 27）年にバラの包装紙が誕生し、続いてバラのカレンダー、ロ

ーズちゃん、ローズサークルなど…。次第に髙島屋は“バラの百貨店”のイメージが定着していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 多店舗展開へ 

1959（昭和 34）年に横浜店、1969（同 44）年に玉川髙島屋 S・Cを開店した髙島屋。やがて、高度経済成長の

波にのり、全国へ事業を広げていきました。1970年代以降、髙島屋は各地で次々と新店舗を開店し、多店舗化

を積極的に推進。現在では、その役割を終えて閉店に至った店舗もありますが、髙島屋が全国展開を加速させ

たこの時代は、“百貨店の黄金時代”といわれました。 

 

 
横浜店 

1959 年開店 

玉川髙島屋 S・C 

1969 年開店 

初代バラの包装紙 1952 年～ 二代バラの包装紙 1957 年～ 《ばら》 髙岡徳太郎 1979 年 

三代バラの包装紙原画 

ハッピーちゃん 1959 年 

髙島屋のマスコット「ローズちゃん」の前身 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニューヨーク髙島屋 

1958 年開店 

（2010 年閉店） 

米子店 

1964 年開店 

堺店 

1964 年開店 

（2026 年閉店） 

立川店 

1970 年開店 

大宮店 

1970 年開店 

パリ髙島屋 

1973 年開店 

（2011 年閉店） 

和歌山店 

1973 年開店 

（2014 年閉店） 

岡山店 

1973 年開店 
柏店 

1973 年開店 

せとうち髙島屋→今治髙島屋 

1974 年開店 

（1984 年閉店） 

泉北店 

1974 年開店 

岐阜店 

1977 開店 

（2024 年閉店） 

高崎店 

1977 年開店 

津田沼店 

1978 年開店 

（1988 年閉店） 

洛西店 

1982 年開店 

（2026 年８月閉店予定） 

港南台店 

1983 年開店 

（2020 年閉店） 



………………………………………………………………………………………………………………………… 

■ イベントのご案内   ※詳細は当館ホームページをご覧ください。状況により、イベントを中止する場合がございます。 

① ②いずれも参加無料、要申込み、抽選制です。当館ホームページよりお申込みください。 

 

①講演会「髙島屋の戦後復興と昭和という時代」                  要申込み・抽選制 

 ■講師=高井多佳子（髙島屋史料館 研究員） 

 ■８月２日（日）午後１時～午後２時 30分 

 ■会場=多目的ルーム ■定員=20名 

  

②重要文化財・髙島屋東別館ガイドツアー                 要申込み・抽選制                                   

 ■講師=田中喜一郎（髙島屋史料館 学芸員） 

 ■７月 26日（日）午後１時～午後２時 30分 

■９月 13日（日）午後１時～午後２時 30分 

 ■会場=多目的ルーム ■定員=20 名 

※髙島屋東別館の魅力を映像とガイドツアーでご案内します。 

通常非公開の場所もご覧いただけます。 

ご参加の際には動きやすい服装でお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要文化財・髙島屋東別館                  １階正面エレベーターホール 

昭和初期に松坂屋大阪店として建築。1968（昭和 43）年より              ※通常非公開 

髙島屋東別館となる。 

……………………………………………………………………………………………………………………… 

■ 企画展ギャラリートーク 

会期中の第１・第３土曜日 午後２時～（約 30分）※お申込み不要、開始時間までにロビーにお集まりください。 

……………………………………………………………………………………………………………………… 

 

以上 


